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(57)【要約】
【課題】パンティストッキングの機能性とレギンスのフ
ァッション性とを合わせ持つとともに、骨盤引き締めに
よる体型補整効果をも付与することのできるストッキン
グを提供する。
【解決手段】パンティ部２とレッグ部３とフット部４と
が一体に編成されるとともに、パンティ部２とレッグ部
３とが黒色の編成糸にて、フット部４がベージュ色の編
成糸にてそれぞれ編成され、かつパンティ部２の下部の
一定幅部分がリブ編み組織による骨盤引き締め部７に編
成される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　パンティ部とレッグ部とフット部とが一体に編成されるとともに、前記パンティ部と前
記レッグ部とが同一色の編成糸にて、前記フット部が前記パンティ部および前記レッグ部
とは別色の編成糸にてそれぞれ編成され、かつ前記パンティ部の下部の一定幅部分がリブ
編み組織による骨盤引き締め部に編成されていることを特徴とするストッキング。
【請求項２】
　前記パンティ部と前記レッグ部とが黒色で、前記フット部がベージュ色に形成されてい
る請求項１に記載のストッキング。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、使用者の下半身全体を覆うように着用するレギンス風のストッキング（タイ
ツも含む）に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、女性がスカートを穿く場合に、あたかも素肌が見えているように表現して着用
者の脚を美しく見せる機能を有する衣類としてストッキングがあり、そのストッキングに
ヒップアップ効果や穿き易さ等の機能を持たせたものにパンティストッキングがある（特
許文献１参照）。
【０００３】
　一方、最近、若年層の女性を中心に、上述のパンティストッキングの代わりに着用する
ファッションとして、レギンスが流行している。このレギンスは、伸縮性のある素材で、
脚にぴったりとフィットするようにされたタイツ状またはソックス状のカジュアルな衣料
であり、足元や足全体を温めつつもデザイン性に優れていることから、着用者にとって、
お洒落なアイテムの一つになりつつある（特許文献２，３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－６９７０５号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１６３５２９号公報
【特許文献３】意匠登録第１４１０１６５号公報
【０００５】
　上記レギンスは、足先部分が露出するファッションであり、この靴下をはいていない足
先部分の様子が、スカートや丈の短いパンツ姿と組み合わされることでお洒落感が生じて
いると言える。しかしながら、このレギンスをパンプス等の靴と組み合わせて着用する場
合、パンプス等の素材が素足に直接触れることによる不快感があり、また、素足の表面と
パンプス内面との摩擦によって靴擦れが起きやすくなるといった問題点がある。
【０００６】
　また、従来のレギンスは、着用者のボディーラインにおける体型補整や骨盤引き締めな
どの機能については全く考慮されていないため、腹部や臀部を締め付けて体型補整を行う
にはガードル等の衣類を併用しなければならなかった。しかし、ガードルを使用すると、
重ね着しなければならず、着用の違和感や蒸れによる不快感が生じるといった問題点があ
る。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　本考案は、前述のような問題点に鑑みてなされたもので、パンティストッキングの機能
性とレギンスのファッション性とを合わせ持つとともに、骨盤引き締めによる体型補整効
果をも付与することのできるストッキングを提供することを目的とするものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するために、本考案によるストッキングは、
　パンティ部とレッグ部とフット部とが一体に編成されるとともに、前記パンティ部と前
記レッグ部とが同一色の編成糸にて、前記フット部が前記パンティ部および前記レッグ部
とは別色の編成糸にてそれぞれ編成され、かつ前記パンティ部の下部の一定幅部分がリブ
編み組織による骨盤引き締め部に編成されていることを特徴とするものである。なお、本
考案の「ストッキング」は、「タイツ」も含む概念である。
【０００９】
　本考案において、前記パンティ部と前記レッグ部とが黒色で、前記フット部がベージュ
色に形成されているのが好ましい。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案のストッキングによれば、パンティ部とレッグ部とフット部とが一体に編成され
ているので、従来のパンティストッキングと同様、ヒップアップ効果および穿き易さ、更
には足先の保温効果といった機能を持たせることができる。また、外観上は足先部分が露
出するレッグウエアであるレギンスを穿いているような趣きになり、お洒落感が生じるフ
ァッションを醸し出すこととなる。更に、パンティ部の下部の一定幅部分が骨盤引き締め
部に編成されているので、着用者の骨盤の歪みを補整して、腰痛、背骨の歪みや肥満の解
消などに役立てることができる。
【００１１】
　本考案において、パンティ部とレッグ部とを黒色にし、フット部をベージュ色にするこ
とで、足先のフット部があたかも素肌が見えているようになり、レギンス風のファッショ
ンがより強調される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本考案の一実施形態に係るストッキングの正面図
【図２】本実施形態のストッキングを着用状態で示す斜視図
【図３】本考案の他の実施形態に係るストッキングの正面図（ａ）とそのＡ矢視拡大図（
ｂ）
【考案を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本考案によるストッキングの具体的な実施の形態について、図面を参照しつつ説
明する。
【００１４】
　図１には、本考案の一実施形態に係るストッキングの正面図が示され、図２には、本実
施形態のストッキングを着用状態で示す斜視図が示されている。
【００１５】
　本実施形態のストッキング１は、上部のパンティ部２と、このパンティ部２の下部に連
設されるレッグ部（脚部）３と、このレッグ部３の下部に連設されるフット部（足部）４
とが連続編みにて一体に編成されて構成されている。ここで、レッグ部３とフット部４と
の境界線ｄは、図２に示されるように、着用者のくるぶしまたはそのやや上方位置（本実
施形態ではフット部４の先端から約１８０ｍｍの位置で、この丈を「十分丈」と称する。
）とされる。
【００１６】
　パンティ部２は、穿き口となるウエストバンド部５と、その下につながるボディ部６と
からなっている。ウエストバンド部５は、編地を袋状に折り返して端縁を縫着し、伸縮性
を有するバンド状の上端部に形成することにより、この上端部が適度な伸縮力となり、ス
トッキング１のずり下がりを防止するともに、容易に着脱できるように構成されている。
【００１７】
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　ボディ部６は、レッグ部３との境界線ａより距離ｂ（本実施形態では約６０ｍｍ）だけ
上方位置に幅ｃ（本実施形態では約６５ｍｍ）の環状の骨盤引き締め部７を有している。
ボディ部６の本体部分、レッグ部３およびフット部４はメリヤスの平編みにて編成されて
いるのに対し、骨盤引き締め部７はメリヤスのリブ編みにて編成されている。こうして、
骨盤引き締め部７は、ボディ部６の本体部分よりも締付圧（衣服圧）が高くなっており、
着用者の骨盤の締め付けによる体型補整を行えるようにされている。なお、本実施形態で
は、ボディ部６の本体部分の締付圧は８ｈＰａとされているのに対し、骨盤引き締め部７
の締付圧は１０ｈＰａとされている。
【００１８】
　レッグ部３およびフット部４は、上述のように平編みにて編成されているが、これらレ
ッグ部３とフット部４との境界部で糸の切り替えが行われている。すなわち、パンティ部
２およびレッグ部３の編成には、先染めの黒糸で、２０デニールのポリウレタン系弾性糸
を芯糸にし、これに７０デニールのナイロン糸をカバリングした編成糸が用いられ、この
編成糸を４本使用して編成される。一方、フット部４の編成には、ベージュ色に後染めさ
れる白糸で、２０デニールのポリウレタン系弾性糸を芯糸にし、これに３０デニールのナ
イロン糸をカバリングした編成糸と、３０デニールのポリエステル糸の２種類の編成糸が
用いられ、これらの編成糸を２本ずつ使用して編成される。
【００１９】
　このストッキング１を円筒状に連続編みにより編成するには、所定径の靴下編機等の編
み機が用いられる。パンティ部２、レッグ部３とフット部４とについて、それぞれ４本ず
つの編成糸を編み機にセットし、上部のパンティ部２から平編みにて編成を開始し、骨盤
引き締め部７ではリブ編みにて編成を行う。そして、パンティ部２に連続してレッグ部３
の編成を行い、レッグ部３とフット部４との境界位置で自動的に該当の編成糸に切り替え
て編成を行っていく。こうして、爪先部まで筒状に編成した後、爪先は円弧状に切断する
と共に切断端縁を縫合する。なお、レッグ部３とフット部４との切り替え部分には細かい
接続後の糸が残るが、これは自動カッターで切断しながら編成が進められる。
【００２０】
　このように本実施形態のストッキング１においては、パンティ部２とレッグ部３とフッ
ト部４とが一体に編成されているので、従来のパンティストッキングと同様、ヒップアッ
プ効果と穿き易さ、更には足先の保温効果といった機能を持たせることができる。また、
パンティ部２とレッグ部３とが黒色で、フット部４がベージュ色となっているので、フッ
ト部４はあたかも素肌が見えているような外観になるので、外観上はレギンスを穿いてい
るような趣きになり、お洒落感が生じるファッションを醸し出すこととなる。この結果、
パンティストッキングの機能性とレギンスのファッション性の両方の長所を合わせ持った
衣料品となる。しかも、このストッキング１は、パンティ部２の下部に骨盤引き締め部７
が設けられているので、着用者の骨盤の歪みを補整して、着用するだけで、腰痛、背骨の
歪みや肥満の解消などに役立てることができる。
【００２１】
　図３には、本考案の他の実施形態に係るストッキングの正面図（ａ）とそのＡ矢視拡大
図（ｂ）が示されている。本実施形態において、先の実施形態と共通する部分には図に同
一符号を付してその詳細な説明を省略し、本実施形態に特有の部分についてのみ説明する
。
【００２２】
　先の実施形態においては、レッグ部３とフット部４との境界線ｄを、着用者のくるぶし
またはそのやや上方位置としたが、本実施形態においては、レッグ部３Ａとフット部４Ａ
との境界線ｄ´を着用者の膝のやや下方位置（本実施形態では先端から約２８０ｍｍの位
置で、この丈を「七分丈」と称する。）に設定している。
【００２３】
　また、この境界線ｄ´のやや上方位置であるレッグ部３Ａの下部に、ラインストーンか
らなる装飾部８が接着により設けられ、この装飾部８がデザイン上のアクセントとなって
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いる。なお、このようなララインストーンからなる装飾部８に代えて、装飾片を縫合した
り、編み目模様による装飾部を施したりすることもできる。
【００２４】
　前記各実施形態では、パンティ部２およびレッグ部３，３Ａを黒色にし、フット部４，
４Ａを肌色に近いベージュ色にしたものを説明したが、この配色を逆にして、パンティ部
２およびレッグ部３，３Ａをベージュ色にし、フット部４，４Ａを黒色にすることもでき
る。その場合、フット部４，４Ａの上端を着用者の膝上位置に設定することもできる。こ
のようにした場合には、外観上、着用者がハイソックスを穿いているように見えることに
なる。また、黒色、ベージュ色以外にも種々の色の組み合わせを用いることができる。さ
らに、柄についても種々の柄のものを用いることができる。
【産業上の利用可能性】
【００２５】
　本考案のストッキングは、パンティストッキングの機能性とレギンスのファッション性
の両方の長所を合わせ持った衣料品となり、また骨盤の歪みの補整も行えるので、その産
業上の利用可能性が大きい。
【符号の説明】
【００２６】
１，１Ａ　　ストッキング
２　　　　　パンティ部
３，３Ａ　　レッグ部
４，４Ａ　　フット部
５　　　　　ウエストバンド部
６　　　　　ボディ部
７　　　　　骨盤引き締め部
８　　　　　装飾部
【図１】 【図２】
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